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１．研究計画の概要 
高機能自閉症及びアスペルガー症候群を

もつ児童・生徒が会話において示す語用障害

（典型としては不適切な言語行為、会話の規

則の逸脱、文脈情報利用の失敗など）を、会

話の相手となる保護者や通級指導教室の教

師が補償する（子どもの意図の明確化に基づ

いて適切な発話モデルを示す、会話の規則に

従うよう促す、文脈情報を明示して利用を助

けるなど）ことが、これらの児童・生徒のコ

ミュニケーション・スキルの習得にどのよう

な影響を及ぼすかについて検討する。 
 
２．研究の進捗状況 

18年度に 6歳から 15歳までの高機能広汎
性発達障害（HFPDD）児 20名あまりと母親
との会話（各 15 分間）から見出された語用
障害は 17 種類に分類され、４事例以上で認
められたのは、疑問詞質問への無応答、相手

の発話の先行会話の文脈への関連付けの失

敗、過剰に特殊な対象指示、及び FTA（Face 
Threatening Act）の 4種であった。また、
高機能自閉症の２名の男児の意図を大人が

理解できなかったプロセスで、大人が意図の

明確化を誘発するために用いた疑問詞質問

は子どもの意図の明確化に失敗したが、は

い・いいえ質問は意図の明確化に適していた。

後者による明確化の失敗は、前者によって補

償されていた。これは臨床言語学の国際誌に

掲載され、英語圏・中国語圏の研究者から関

心を集めた。19 年度は、この関係をより多数

の子どもで確認するために、HFPDD 群、コン

トロール群各１２名について母親の疑問詞

質問とはい／いいえ質問への子どもの応答

が、十分か、それとも意味的に不十分または

語用論的に不適切かについて比較検討した。

HFPDD 群はコントロール群に比べて、疑問詞

質問への意味的に不十分な応答が多く、語用

論的に不適切な応答は質問形式にかかわら

ず高機能広汎性発達障害群が著しく多かっ

た。これについては現在自閉症専門の国際誌

に投稿し審査中である。20 年度はこれらの結

果を受けて、高機能広汎性発達障害群とコン

トロール群のナラティヴと、質問への応答の

十分さ、応答失敗への母親の補償等との関連

の検討を開始した。その結果、HFPDD群で
は再話命題数は、疑問詞質問およびはい・い

いえ質問への十分応答率と有意な正の相関

を示したが TD群ではこのような変数間の有
意な相関はほとんど見られなかった。

HFPDD群のナラティヴは質問に十分応答す
る割合・失敗する割合と有意に相関し、TD
群ではそのような相関は見られない。母親の

質問に十分な応答ができることが HFPDD
群ではナラティヴの能力と関連しており、そ

れが低い場合母親が応答失敗を補償する率

が高かった。 
 

３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
（理由） 
多彩な語用障害を幅広く把握し、それへの
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補償を包括的に取り上げて、コミュニケーシ
ョン学習への影響を詳細に検討しようとし
たが、一千を超える会話失敗エピソードにお
ける補償と伝達成功の関連を、それぞれピン
ポイントで捉えることはできたものの、それ
らを包括的な数量的処理に移すパラダイム
設定の困難を解決するに至らず、当初の研究
目的の達成は完全な成功に至っていない。 
しかし、質問への応答技能に絞込んでデー
タを整理したところ、疑問詞質問とはい・い
いえ質問という質問形式が予想外に子ども
のコミュニケーションに大きな影響を与え
ていることを発見でき、それと子どもの重要
な語用スキルの一つであるナラティヴが関
連していることが示唆された。これは当初の
目的を、やや違った形ではあるものの、迂回
的に目標を達成しつつあるという意味で順
調と評価できる。なお、副次的研究目的であ
る異文化比較では、日英バイリンガル高機能
自閉症児の追跡研究を 19 年度から継続して
おり、また、台湾における HFPDD と TD との
母子間質問応答に関する研究を実施ずみで
ある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 方策は３つある。１つは質問への応答技能、
および応答失敗に対する母親の補償が子供
のナラティヴ・スキル発達に縦断的にどのよ
うに関連しているかを検討することである。
これは 21 年度に入って既に一部着手しつつ
あるが、少なくともナラティヴの起動にかか
る情報処理負担を、縦断的には母親の補償が
下げている可能性が示唆されつつある。さら
にのべ約 20 名の 3 年間にわたる、ナラティ
ヴの量と質（因果性、意図性の把握など）の
変化と母親の補償（文脈質問、精緻化質問）
との関連が明らかになれば、当初の目標は相
当程度達成されたこととなる。 
 第 2は、多様な語用障害への異なる手法に
よる多彩な補償の量的な評価法を探索し、子
どもの応答の充分さや適切さの縦断的変化
（これは数量的な把握が可能であることが
20年度の研究で確認できている）との関連を
検討することである。これに成功すれば、目
標はおおむね完遂されたこととなる。 
 第 3は、補足的な方策として、別の科学研
究費補助金「萌芽研究」課題番号１９６５３
１２１により完成に近づいている Children’s 
CommunicationChecklist-2 の日本語版を語
用技能評価の別の尺度として用い、補償の量
的評価との関連を検討することである。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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